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　　1.組織の概要



　　2.対象範囲・レポートの対象期間及び発行日

◆ 認証登録日

◆ 認証登録番号

◆ EA21対象範囲

◆ レポート対象期間

◆ レポート発行日

◆ レポート作成者

◆ 次回レポート発行日 令和6年6月予定

令和4年1月1日～令和4年12月31日

0007426

全組織・全活動

令和5年6月5日

鈴木　仁美

2011年8月29日



　　　　4.環境経営方針は全従業員に周知するとともに　社外に公表します。

③水資源使用量（排水量）の削減

④事務用品及び建設資材等のグリーン購入

　　　　2.環境影響を軽減するため、次の活動を実施します。

⑤環境に配慮した建設工法への積極的な提案

⑥化学物質使用量の把握

⑦事務所周辺の清掃活動などの社会貢献

　　　　3.環境関連法規等や当社が約束したことを順守します。

継続的に努め貢献します。　

制定日：平成22年１１月２５日

　　株式会社　那賀川開発土木

　　　     代表取締役　 鈴木　幹也

　　　　改訂日：令和  2年    7月  10日

【環　境　経　営　方　針】

　　当社の建設業活動における環境への影響を理解し、環境負荷を低減するために　

3.環　境　経　営　方　針

エコアクション21に自主的・積極的に取り組むことで深刻化する地球温暖化や

以下の方針に基づいて自主的・積極的に取り組み、継続的な環境負荷の削減を図ります。

　　　　1.環境経営目標を定め、定期的に見直し、環境経営の継続的改善に取り組みます。

①二酸化炭素排出量（電力使用量・化石燃料使用量）の削減

②廃棄物の削減及びリサイクルの推進

【企　業　理　念】

株式会社那賀川開発土木は、社会インフラとしての土木工作物の提供を通じ

環境負荷の低減を図り　環境に配慮した循環型社会の構築に



代表取締役
鈴木　幹也

環境管理責任者
鈴木　幹也

環境事務局
鈴木　仁美

4.環境管理組織体制

現場
現場代理人

役割・責任・権限

・環境経営に関する総括責任者

代表者（社長）

総務部
鈴木　仁美

工務部
鈴木　幹也

・環境資源（人、設備、費用、時間、技能、技能者）を用意する

・環境管理責任者を任命

環境管理責任者

・環境経営システムの構築、実施、管理

・環境関連法規等の取りまとめ表を承認

・環境経営目標・環境経営計画書を確認

・環境経営活動の取組結果を代表者へ報告

・環境経営レポートの承認確認

・環境関連法規制等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施

環境事務局

・環境管理責任者の補佐、ＥＡ２１推進委員会の事務局

・環境負荷の自己チェック及び環境への取組の自己チェックの実施

・環境経営目標、環境経営活動計画書原案の作成

・環境経営活動の実績集計

・環境関連法規制等取りまとめ表の作成

　テスト、訓練を実施、記録の作成

・環境経営方針の策定・見直し及び全従業員へ周知

・環境経営目標・環境経営計画書を承認

・代表者による全体の評価と見直しを実施

・環境経営レポートの承認

EA21推進委員会
・環境経営目標及び環境経営活動計画の進捗状況を全従業員へ周知

・環境経営目標の達成度確認と反省

全従業員
・環境経営方針の理解と環境への取組みの重要性を自覚

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

部門長
現場代理人

・部門及び現場における環境経営システムの実施

・部門及び現場の特定された緊急事態への対応の為の手順書作成、

EA21推進委員会

・現場の問題点の発見、是正、予防処置の実施

・部門及び現場における環境経営方針の周知

・部門及び現場の従業員に対する教育訓練の実施

・部門及び現場に関連する環境経営活動計画の実施及び達成状況の報告

・特定された項目の手順書作成及び運用管理

・環境関連法規制等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施

・環境関連の外部コミュニケーションの窓口

・環境経営レポートの作成、公開（事務所に備付けと地域事務局への送付）



【単年度環境経営目標】

電力

ガソリン

軽油

灯油

R4.1月～
R4.12月

R5.1月～
R5.12月

R6.1月～
R6.12月

R7.1月～
R7.12月

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

目標（-2％） 目標（-3％） 目標（-4％） 目標（-5％）

296,435 293,410 290,385 287,360

3,804 3,765 3,726 3,687

電力 7,205 7,132 7,058 6,985

292,630 289,644 286,658 283,672

ガソリン 4,846 4,796 4,747 4,697

軽油 108,336 107,230 106,125 105,019

灯油 754 746 739 731

128 127 125 124

107 106 105 104

139 137 136 134

4 4 4 4

5 5 5 5

100 100 100 100

5 5 5 5

754

ｋWh

L

L

L

7,353

4,945

110,547

770

●化学物質は　例年使用実績はないが、年4回使用の有無を確認チェックします。

7,205

L

L

L

4,945

110,547

770

4,846

108,336

●ＣO２排出係数　　電力：0.528Kg-CO2/KWH（2019年度実績）

●現場での水使用（散水等）は　事務所の地下水使用の為　事務所で計上します。

●化学物質は　例年使用実績はないが、年4回使用の有無を確認チェックします。

●現場での電力については　発電機を使用するため　その燃料である軽油は現場で計上します。

環境配慮した施工サービスの提供 % 100

社会貢献活動 回/年 5

化学物質使用量の把握 回/年 4

グリーン購入 品 5

産業廃棄物排出量 ｔ 110

水使用量 ｍ3 142

化石燃料 ｋｇ－ＣＯ2/年 298,603

一般廃棄物排出量 ｋｇ 131

二酸化炭素排出量 ｋｇ－ＣＯ２/年 302,485

電力 ｋｇ－ＣＯ2/年 3,882

●現場での水使用（散水等）は　事務所の地下水使用の為　事務所で計上します。

【中・長期環境経営目標】

項目 単位
R2.1月～R2.12月

令和2年度

基準値

●現場での電力については　発電機を使用するため　その燃料である軽油は現場で計上します。

社会貢献活動 回/年 5 5

●ＣO２排出係数　　電力：0.528Kg-CO2/KWH（2019年度実績）

グリーン購入 品 5 5

環境配慮した施工サービスの提供 % 100 100

水使用量 ｍ3 142 139

化学物質使用量の把握 回/年 4 4

一般廃棄物排出量 ｋｇ 131 128

産業廃棄物排出量 ｔ 110 107

化石燃料 ｋｇ－ＣＯ2/年 298,603 292,630

ｋWh 7,353

目標（－2％）

二酸化炭素排出量 ｋｇ－ＣＯ２/年 302,485 296,435

電力 ｋｇ－ＣＯ2/年 3,882 3,804

　  5.環境経営目標

項目 単位

R2.1月～R2.12月 R4.1月～R4.12月

令和2年度 令和4年度

基準値



1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
重点テーマ 具体的項目 担当者

スケジュール（月）

       6.環境経営計画

総排水量の
削減

一般廃棄物排出量の削減
・プレビューの徹底・両面コピー、裏紙使用
・分別処理の徹底・電子メール等の活用
・封筒の再利用

再資源化率の向上
・マニフェストの管理、保管、確認
・分別徹底と再資源化
・工事資材のロスをなくす

節水
・こまめに蛇口を閉める
・洗車・散水時の節水

二酸化炭素
排出量の削減

令和4年度（Ｒ4.1.1～Ｒ4.12.31）　環境経営実施計画書

廃棄物の削減

電気使用量の削減
・空調の適温化、扇風機併用
・不要事、休憩時の消灯
・エアコンフィルター清掃
・ＯＡ機器の省電力化の設定
・クールウォームビズの励行

燃料使用量の削減
・エコドライブの励行
・建設機械の自主点検整備の実施
・適正な車両整備
・建設機械等の省エネ運転の徹底
・低燃費型機械使用の励行

環境
事務局

工事主任

環境
事務局

工事主任

環境
事務局

環境
事務局

工事主任

・グリーン商品調達の徹底
・コピー用紙再生紙購入
・県産木材の工事看板　購入
・詰替商品の購入

・作業効率の向上
・建設機械の省エネ運転の徹底
・低騒音、排ガス、低振動対策機械の選定

社会貢献

化学物質使用量の把握
・３ケ月毎の確認
・削減推進

アドプト事業（海岸清掃）への参加
地域清掃活動への参加

環境配慮

化学物質

グリーン購入の
推進

環境
事務局

環境
事務局



110% 〇

139% 〇

111% 〇

電力 111% 〇

139% 〇

ガソリン 92% 〇

軽油 142% 〇

灯油 100% 〇

86% 〇

23% ×

100% 〇

67% △

100％ 〇

100％ 〇

100％ 〇

100％ 〇

CO2排出量原単位 0.83 0.76

【環境経営目標の実績評価】

電力・化石燃料は共に目標達成しています。

建設機械等の省エネ運転や低燃費型機械使用の励行など、引き続き取り組んでいきます。

産業廃棄物排出量は産廃処分工事により増加しましたが、再資源化は100％できています。

水使用量は散水車使用による工事の為、使用量は増加しました。

●化学物質は例年使用実績はないが　年4回使用の有無を確認チェックします。

社会貢献活動 回/年 5 5 5

環境配慮した施工サービスの提供 ％ 100 100 100

化学物質使用量の把握 回/年 4 4 4

5グリーン購入 品 5 5

産業廃棄物の再資源化 ％ 100 100 100

水使用量 m3 142 139 205

一般廃棄物排出量 ｋｇ 131 128 148

産業廃棄物排出量 ｔ 110 107 462

L 110,547 108,336 75,779

L 770 754 750

化石燃料 ｋｇ-CO2 298,603 292,630 209,501

L 4,945 4,846 5,225

売上高（千円）

3,418

ｋWh 7,353 7,205 6,474

277,240353,725

二酸化炭素排出量 ｋｇ-CO2 302,485 296,435 212,919

0.85

項目 単位

令和2年度 令和4年度 令和4年度

実績
【基準値】

目標（-2％） 実績

ｋｇ-CO2 3,882 3,804

R4.1月～R4.12月

達成度 評価

●ＣO２排出係数　　電力：0.528Kg-CO2/KWH（2019年度実績）を使用しました。

●現場での水使用（散水等）は　事務所の地下水使用の為　事務所で計上します。

●現場での電力については発電機等を使用するため　その燃料である軽油は現場で計上します。

●達成状況の評価については、〇（8割以上達成）△（8割～5割）×（5割以下）

　  7.環境経営目標の実績

R4年1月からR4年12月の実績及び目標達成状況 R2.1月～R2.12月 R4.1月～R4.12月

電力



1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

673 563 612 580 553 578 703 641 686 638 566 560

632 618 555 510 506 443 555 596 541 618 427 473

取組

評価

【電力使用量の削減】

　空調の適温化・扇風機の併用 〇

　不要時・休憩時の消灯 〇

　エアコンフィルターの定期清掃 〇  中長期としてLED照明へ交換も引き続き

　OA機器の省電力化への設定 〇

　クールビス・ウォームビスの励行 〇

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

139 66.2 388 454 348 422 334 586 609 458 506 635

253 402 367 557 471 459 404 481 452 417 405 551

 不必要な照明の消灯など社員の節電に対する

 意識の向上により使用量の削減ができました。

 行っていきます。

3,418kg-co23,804kg-co2

 　　8.環境経営計画の取組結果と評価・次年度の取組内容

 窓の開閉やエアコンにおける室温管理への気配り

　取組結果
　次年度内容

 目標達成できました。

達成状況

目標 実績

111%

7,205kwh

使用料達成率

2020年

2022年

2020年

2022年

(kWh)

(L)

R4年度取組計画

co2排出量達成率 111%

6,474kwh

0

200

400

600

800

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

月別の電気使用量

2020年 2022年

0

200

400

600

800

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

月別のガソリン使用料

2020年 2022年



1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

1,720 10,474 15,029 18,709 17,584 10,477 6,029 5,534 1,693 3,853 6,405 13,040

6,670 10,557 11,290 7,817 5,058 3,853 1,605 2,028 2,754 3,086 2,639 18,418

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

250 170 0 0 0 0 0 0 0 0 100 250

380 200 0 0 0 0 0 0 0 0 0 170

取組

評価

【重機・車燃料使用量の削減】

〇

〇

〇

〇

〇

 排ガス規制、超低騒音・振動型を選定し

(L)

2020年

2022年

(L)

2020年

2022年

 もありますが、ICT機械化施工及び使用建設機械は

　
　取組結果
　次年度内容目標

 省エネ、省力化、環境配慮を推進して

ガソリン：4,846L ガソリン：5,225L

灯油：754L

　エコドライブの励行

　建設機械の自主点検整備の実施

　適正な車両整備

　建設機械の省エネ運転

　低燃費型機械使用の励行  引き続き継続して取り組んでいきます。

灯油：750L

 重機の使用率や工事の条件により左右される項目

実績

co2排出量達成率 139%  目標達成できました。

R4年度取組計画

達成状況

軽油：108,3361L 軽油：75,779L

292,630kg-co2 209,501kg-co2

0

5000

10000

15000

20000

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

月別の軽油使用料

(L) 2020年 (L) 2022年

0

100

200

300

400

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

月別の灯油使用料

(L) 2020年 (L) 2022年



1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 10

13 14 14 13 10 8 14 8 14 10 16 14

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

1,560 3,710 2,880 5,100 0 0 5,930 5,020 18,970 40,770 22,340 4,410

0 8,770 3,680 49,030 103,320 3,140 48,750 101,330 129,960 650 13,510 0

取組

評価

〇

〇

〇

〇

〇

取組

評価

 目標達成できませんでした。

〇  工事内容により廃棄物は増加したが、再資源化は

〇  100％できました。

〇

 使用済切手は切り捨てずに取っておきボランティア

 団体に渡し寄付金として役立てられます。86%

462ｔ

23%

 今後も分別徹底とリサイクルに取り組んでいきます。

107ｔ

達成状況
　取組結果
　次年度内容実績

　分別処理の徹底

　FAXからメールへ

　封筒の再利用

【産業廃棄物の再資源化）

R4年度取組計画

 ほぼ目標達成できました。

 ゴミの分別や再生紙の利用、両面コピーや

 封筒の再利用などの意識を維持し、引き続き

 取り組んでいきます。

　分別徹底と再資源化

　マニフェストの管理、保管、確認

達成率

再資源化

目標

　工事資材のロスをなくす

【一般廃棄物の削減】

　両面コピー・裏紙使用

　ミスコピー防止へのプレビュー徹底

2022年

100%

達成率

(kg)

2020年

2022年

R4年度取組計画

達成状況

(kg)

2020年

　取組結果
　次年度内容目標 実績

128ｋｇ 148ｋｇ  リサイクル品として生まれ変わります。

 使用済みトナーカートリッジは無料回収を利用し
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〇
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　分別処理の徹底
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　封筒の再利用

【産業廃棄物の再資源化）

R4年度取組計画

 ほぼ目標達成できました。

 ゴミの分別や再生紙の利用、両面コピーや

 封筒の再利用などの意識を維持し、引き続き

 取り組んでいきます。

　分別徹底と再資源化

　マニフェストの管理、保管、確認

達成率

再資源化

目標

　工事資材のロスをなくす

【一般廃棄物の削減】

　両面コピー・裏紙使用

　ミスコピー防止へのプレビュー徹底

2022年

100%

達成率

(kg)

2020年

2022年

R4年度取組計画

達成状況

(kg)

2020年

　取組結果
　次年度内容目標 実績

128ｋｇ 148ｋｇ  リサイクル品として生まれ変わります。

 使用済みトナーカートリッジは無料回収を利用し
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1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

10 11 11 10 10 9 10 10 10 16 17 18

14 16 14 15 13 13 13 13 14 26 28 26

取組

評価

 達成できませんでした。

〇

〇

取組

評価

〇

〇

〇

〇

取組

評価

〇

〇

〇

 水使用量が増加しました。

 引き続き、日常的な節水が自然と行えるように

 引き続き取り組んでいきます。

67%

 工事内容により、散水車の使用が増加したため

　こまめに蛇口を閉める

　洗車・散水時の節水 達成率

R4年度取組計画

達成状況

　取組結果
目標

139ｍ3 205ｍ3

【水資源使用料の削減】

2020年

2021年

R4年度取組計画

達成状況
　取組結果
　次年度内容目標 実績

R4年度取組計画

達成状況
　取組結果
　次年度内容目標 実績

100%

5件 5件 　目標達成できました。

【事務用品のグリーン購入】

　グリーン商品調達の推進 　カタログを見てエコマーク・グリーン購入

　コピー用紙再生紙　購入 達成率 　適合商品や詰替商品を積極的に購入しました。

【最適な作業内容の提案】

　県産木材の工事看板購入 　引き続き取り組んでいきます。

　詰替商品の購入

5件

　作業効率の向上

実績

　建設機械の省エネ運転 達成率 100%

　低騒音・排ガス・低振動対策機械

　目標達成できました。

　工事に必要な資材・備品は、できる限り環境に

　配慮された商品を利用するようにしています。

　引き続き、従業員の意識を高め継続して

　取組む必要があります。　　の選定

5件
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【エコマーク】

・メーカー情報並びに公営社団法人日本環境協会監修エコマーク情報サイト「グリーンステーション」に掲載されてる商品

・「グリーンステーション」に掲載され、グリーン購入法対象品目とその基準に合致したエコマーク商品、

あるいは第三者機関にて適合性が確認できたものに表示しています。

・「グリーン購入ネットワーク（GPN）」が運営する「エコ商品ネット（GPNデータベース）」に掲載されているに

表示したいます。

*上記記載内容はたのめーるカタログ文章を参考にしたものです。

取組

評価

〇

〇

取組

評価

〇

〇

・オフィスに消毒液を設置し、こまめに消毒できる環境を整えています。

・新しい空気清浄機を導入しました。

・夏場は事務所に塩飴や飲料など常備しています。

・暑さ対策のために、ファン付作業服を社員全員に支給しました。

【女性技術者の活躍】

・土木施工管理技術者の資格を取得し、事務の仕事と並行して現場の仕事も行います。

・女性社員が工事技術者として工事を担当することもあるため、工事現場に「快適トイレ」を

　設置するなど、ジェンダーに捉われず全ての人が働きやすい環境を目指しています。

【グリーン購入法適合マーク】

【GPN掲載マーク】

【化学物質の使用料の把握】

　目標達成できました。

　化学物質を使用する工事はありませんでした。

　今後も取り組んでいきます。

【コロナウイルス予防対策】

【熱中症予防対策】

　現場周辺の清掃活動 達成率 100% 　今後も取り組んでいきます。

5回 5回 　目標達成できました。

　徳島県OURコーストアドプト事業 　毎年継続して参加しているアドプト事業

【清掃等の社会貢献】

達成率 100%

R4年度取組計画

達成状況
　取組結果
　次年度内容目標 実績

4回 4回

R4年度取組計画

達成状況

　化学物質に関する情報収集

　3ケ月に1回の協議をする

　取組結果
　次年度内容目標 実績



要　　求　　事　　項 遵守状況の確認

委託契約の締結 遵守

マニフェストの交付 遵守

廃棄物保管場所設置看板表示 遵守

発注者への計画等説明書と完了報告書作成 遵守

知事への届け出 遵守

自治体指定の方法で引き取り依頼 遵守

副産物排出量と処理施設への届け出書面作成 遵守

対象工事における届け出書面作成 遵守

分別基準に基づき適正に分別排出 遵守

収集運搬・処分業者の許可確認 遵守

中間処理場・最終処分場の確認 遵守

現場持ち込み建設機械などの証明確認 遵守

業務用エアコン、建設機械エアコンの簡易点検実施 遵守

事前・委託確認書類の受理と保存 遵守

指定地域における建設作業と届け出 遵守

少量危険物の貯蔵と取り扱い・届け出 遵守

環境負荷の低減に資する環境物品等の購入 遵守

指定検査期間による検査・保守点検 遵守

過積載防止・道路使用許可の提出 遵守

環境保全の為の必要な施策を統合的かつ計画的に推進する 遵守

環境の保全・環境負荷の低減・公害の防止 遵守

浄化槽法

廃物処理法

家電リサイクル法

容器包装リサイクル法

フロン排出抑制法

近隣住民から特に指摘はなく、また訴訟等もありませんでした。

環境関連法規への違反はありません。なお　関係当局より違反等の指摘は過去３年間ありません。　

【違反訴訟等の有無】

徳島県環境基本条例

法規制等の名称

指定副産物利用促進省令

再生資源利用省令

【当社に適用される法規制と遵守状況】

建設リサイクル法

 9.環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反訴訟等の有無

騒音規制法・振動規制法

阿南市環境条例

消防法

道路交通法

グリーン購入法

建設廃棄物処理マニュアル

オフロード法



【見直し及び結果に必要な情報】・・環境管理責任者から社長への報告事項

　　・苦情・訴訟なし

②問題点の是正処置及び予防処置の状況

　　・是正処置を要する問題点は発生しませんでした。

　　【以下に改善につながる要点】

　　・産業廃棄物排出量は受注工事種別によって左右されるが、継続的に再資源化を推進していきます。

　　・中長期として、LED照明への交換も引き続き行っていきます。

　　・散水車使用により水使用量が増加したが、日常的な節水を引き続き取り組んでいきます。

③前回までの代表者の指示事項への対応

　　・引き続きICT機械化施工及び使用建設機械は排ガス規制、超低騒音・振動型を選定し

　　　省エネ、省力化、環境配慮を推進していきます。

環境経営目標項目

1,　電力のCO2の削減

２．燃料のCO2の削減

３．一般廃棄物の削減

４．産業廃棄物の排出量

　　産業廃棄物の再資源化

５．総排水量の削減

６．グリーン購入

７．環境配慮への提案

８．化学物質使用量の把握

９．社会貢献（清掃活動）

【変更の必要性の有無・指示事項】・・社長からの報告事項

変更の必要性　　無 現状を維持する

変更の必要性　　無 現状を維持する

変更の必要性　　無 現状を維持する

・認証され活動12年目となり　環境負荷削減への取組も定着してきたと思います。

　地球環境の保全について考え、環境負荷の低減に取り組んできましたが、近年では異常気象による様々な問題が

　深刻化しており　さらなる環境負荷低減への取組が要求されています。

目標　達成しました　事務用品

取
組
状
況
の
評
価
結
果

環
境
経
営
目
標
・
計
画
の

達
成
状
況

①環境関連法規等の遵守状況（環境関連法規等遵守記録による）

目標　工事内容により達成できませんでした

再資源化は100％達成できました。

　　　10.代表者による全体評価と見直しの結果

目標　散水車使用により達成できませんでした

目標　達成しました

化学物質を使用するしないに関わらず、引き続き取り組んでいきます。

目標　達成しました。　アドプト海岸清掃活動

目標　達成しました

環境管理責任者のコメント

　日々の仕事のなかで　引き続き周知徹底していくこととする。

目標　ほぼ達成しました

環境経営方針

　これからもエコアクション21の活動に継続して取り組んでいきます。

実施体制

　全従業員に対して、環境の負荷を減らすことの重要性を

　環境経営方針、目標、計画、実施体制は現状を維持し、取組について考え

【　総括　】

環境経営目標・環境経営計画

目標　達成しました

改
善
へ
の

提
案



エアコン温度の表示 紙リサイクル表示

環境経営計画の取組状況

グリーン購入 グリーン購入

グリーン購入 グリーン購入



アドプト活動 アドプト活動

環境経営計画の取組状況

ゴミの分別 LED照明

手指消毒 自動水栓センサー


